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ガル号」は定員 60 名（見学定員 36 名）、喫水線から
船の外底まで 1.6 ｍであり、水深 2.5 ｍ程度の浅い海
域にまでは入ることができる。福江海中公園の透明度
は、太陽光が十分に差し込む海面付近では水平方向 10
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おわりに
　今回、調査対象とした遺跡は、水中遺跡と言っても
その多くは海岸の潮間帯に立地するものであり、常時、
水面下にあるわけではない。今後、水中遺跡の定義も
含めて議論していかなければならないが、データベー
ス作成にあたってはできるだけ多く資料を収集したい
と考えている。
　２日間（実質１日半）という短い調査期間であった
が、地元の永冶克行氏や田中栄次氏の御協力を得て、
多くの遺跡を実見し、写真撮影することができた。特
に永冶氏にはお忙しい中をご同行いただき、深く感謝
申し上げる。　
Figure 6　堂崎遺跡に隣接する堂崎教会
Figure 7　干潮時の堂崎遺跡
Figure 8　大浜遺跡
Figure 9　勘次ヶ城跡
Figure 10　案内くださった永冶克行氏（右から二人目）
Figure 11　勘次ヶ城跡沖（八幡瀬）
